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４月下旬に見頃を迎えた「峰のアズマヒガン」。鈴
木家の屋号からこの名で呼ばれるように。空洞が
できた幹から生えた新芽を発見。必死に生き延びよ
うとしているのだろうか。来年もきれいな花を咲かせてほしい。
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む仲間がいるはず。生きているものが
枯れたら元も子もない。巨樹は５年や
10年でできるものではない。今あるも

のをどう保存するか。価値を見出し、
保存に手を尽くしたい」と力を込める。
　以前、近隣の市で樹木医らが巨樹
の樹勢回複作業を行ったという記事
を目にした。素人ながらも研究を重ね

るが、限界はある。「専門家や地域の
支援の手が伸びてくれればこの上な

い」。少しの期待を胸に、450年の歴史
にさらなる活力をと意気込む。
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　川崎町門崎の鈴木紀昭さん宅の裏
庭にアズマヒガンザクラがある。地域
の呼称は「峰のアズマヒガン」。樹齢
450年を超える巨樹だ。
　県内の貴重な巨樹・名木について
1997年から３年かけて調査したデー

タがある。㈳岩手県緑化推進委員会
が行った存在確認と保護対象のため

の調査結果だ。樹種別エドヒガンザ

クラ部門の幹周順位は、遠野市にある
２つの巨樹（「高隆のエドヒガンザク

ラ」730㌢、「大日山の桜」660㌢）に次
ぐ３番目。幹周620㌢、根元周690㌢、
樹高16㍍を記録した（1999年12月現
在）。
　紀昭さんが学生の頃、近所の人た

ちが集まってサクラの下で花見の宴
をしていた。木の根元にある木舟様の
下へ市内外から参拝客や、新聞でサ

クラが紹介された時は見学者が訪れ

たことも。春はサクラ色、夏は緑色に
茂った巨樹。地域住民を楽しませ、見
守り続けてきた。
　しかし、30年前頃から樹勢は変化。
枝が折れたり、幹にぽっかり穴が空い

たりした。幹の皮が剥がれ、新しい皮
ができる。その剥がれた皮が腐食し、
そこに鳥が運んだケヤキやタラの芽
のタネが発芽。ケヤキが成長し、サク

ラの立ち木が脅かされたことも。堂々
と花を咲かせていた巨樹が遠い昔の

よう。
　市や県の指定に登録されてもいな

い無名のサクラ。「このままほうって

おくと枯れてしまう。だが素人が手を
出しては枯れを助長しかねない」とや

るせない思いに胸が痛む。
　「他にも古い木を残したいと思い悩

鈴木紀昭さん

Profile　1931年川崎町生まれ。2008年３月まで38年間、市
交通指導隊を勤める。家庭菜園で野菜を栽培。一時40種を
育てたことも。農機修理を自ら行うほど、機械に強い。写真
や読書など多趣味。妻と２人暮らし。川崎町門崎在住。81歳

Suzuki Noriaki　81　川崎町門崎

素人ながらも巨樹の存続を願い続ける

摺沢駅

市役所窓口と同居する駅
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大船渡線は一ノ関駅から気仙沼駅へ走ってい

く。東へと延びた線路は途中、陸中門崎駅か

ら大きく北にカーブする。摺沢駅から南に向

かい、千厩駅から再び東へ。複雑な経過の末

開通した線路は、その形から古くは「鍋つる

線」、近年では「ドラゴンレール」の愛称で

呼ばれている。

今回訪れたのは、この愛称の由来となった摺
沢駅。駅前で旅館業を営む藤野静枝さん（60）

に案内してもらった。

1925 年７月 26 日に開業したこの駅は、一ノ

関駅から気仙沼駅までの区間のほぼ中間。現

在の駅舎は、市役所摺沢出張所・公民館・コ

ミュニティセンターとの複合施設。駅の隣に

は市役所窓口があるので利便性が高い。大東

町の玄関口として多くの人が集う場所であり、

地域の文化創造拠点でもある。

2010 年４月から駅長を務める小野寺良
よしなお

直さ

ん（62）は「当駅の自慢は名古屋市から感謝

状をいただいたこと」と胸を張る。静枝さん

の旅館に宿泊していた同市からの沿岸支援派

遣職員の移動に協力したとして、河村たかし

市長から贈られた。

新緑まぶしい季節。摺沢駅を出ると上り列車

は柴宿駅へ向かう。

左：柴宿駅へ向かう車窓
から。県道一関大東線と
並行する
右：下りの列車は、摺沢
の街を横切るように千厩
駅へと向かう

駅前に住む私たちにとっ
て、駅は生活空間の一部で
す。かつては町のにぎわい
の中心。今も多くの人が集
まる摺沢駅は、大東町の玄
関口であり「顔」です。

摺沢駅駅長　小野寺良直さん

案内人

富二屋旅館　藤野静枝さん

駅舎の清掃、植木の刈
り込みや雪かきなどの作
業を地域の皆さんに協力
してもらっています。地
域との絆を強く感じま
す。
当駅のモットーは「明る
く元気にあいさつ」。地
域に親しまれる駅を目指
します。
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